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たない|腕時の世界であり，総てはH寺聞の 1:1 1 t乙失われて f j く.



















:官、にとって真実の化ではない採に忠われる 4) • j 
Proust は幼年期のみが真の実在を有し， 同時に今 1311H自íJに ijij ける世界に尖
在性を与える可能性を持っていると信じる. この幼年期は， 「花咲くデーロス






話者は， プチット・マドレーヌを没したお茶を飲む11寺， その l床覚がかつて幼
少時代コンブレで味わったのと同じ味覚であることを思い起す. そしてその味
覚からひき起された回想に想像力が働いて， コンブレが完全な形で彼の ':I~ によ
みがえる。
「今や，店、i主の庇の{とと云う化， スワン氏の!必闘の総ての化， ヴィボンヌ)1 
の水蓮， それに付の善良な人達も彼等のささやかな住居も教会堂も全コンブレ
も， その近郊もこうした総てのものが，形をそなえ悶定して町も!定ももろ共に
;官、の茶碗から lHて来たのだった5) • j 
このコンブレは， IfJr )~\・化させる 11年間{'rJl'lを受けない超i則市の rj' のコンブレで
あり， しかも現在の感覚によって川起された過去の地層と結びつき， デーロス
の j手島の総に最IiLifi う 4i:なく，総てが結ばれ[形をそなえ|主|定して」似の心の
奥底から立ち現われる.
乙の様lこ「見111 されたH寺」は組H寺であり，現在と過去とのがi合から生まれ，
基盤として過去が有していた尖在性そ獲{F守している. fこが， r 1~Uj されたnJ}j
の基盤は必らずしも幼年期の経験ばかりではない.先にあげた引Fli 4 の i詰後
「現実は記憶の 'i1でしか形成されない為か(…)j でわかる様に， Proust は単

















ジュに対比されると同11当:に， 1見止ll された[I，j':J の基盤として働く過去を象徴し
ている.
(3) 査(le vase) 





1-'11寺 |ljj は只のー11長 1 1\ 1でなく，匂い， 昔， 計ül!i ，風土なと、で 1ia~} ちた蛍なの
だ7) • J 
「見 lill された 11年J の各々は， i設早幻燈のゆれ動く j;ヨではなく， 11寺や空IU] の)1:
制から免れ， Proust の精子IIJ の 11 1 に閉じこめられた査である.
「極めて簡単な身振りとか行為とかが，封じられた無数の査の中にはいった











後と云う互いに述絡のない封じられた盗の l ↓l に，いわば121 じこめていたのであ. . . . . . . 
った 9) • J 
従って「見出されたn寺j の各々を象徴する査は，自己の I:I::! に無|恨の可能性を
有し.ているが， 11寺の絶えざる流れに従って互いに述絡もなく出Itれて位進してい
る.
(4) 天体と宇宙(l'astre et le COS1110S) 
此等の「見出されたII~J: J は異なる査のr:p ~こ永久に閉じこめられたままなのだ
ろうか. Proust が此等の「見出された IkJ:J を回想の暗喰的作用によって結び
合わせ， 11寺の継起する総ての面を同時に所有111来る様に統合|生を目均した事は，








まってレストランを満たしている P1 い食卓を，彩、はJl去二の 'Idi;直面j に j品.かれている
遊星の様に眺める.しかも或る抗しがたい引力が此等の様々な遊星間に働いて
• • . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . 
いる(…)11)J . . 
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一方，話者が現在l時の快楽に身を委ね， r見出されたlI~j:J を作る過去を見失
ってしまう時， Proust はそれを「天体の蝕の様にー|時姿を隠した私の過去12)J 
と表現している. 又[見μll された IkJ':J は「その光輝で我々を盲目にする 13) • J 
と云う総に， 「JLlA されたII~J':J は完全性を有する天体にたとえられている.
「見出された Ik]":J を結び‘合わせて Proust が得た統合性は一つのイマージュ
の 1-1 'に集約されてはいない.だが彼はコンブレ・ドンシェーノレ・リヴベjレの各
々の回惣の rl' に「系材-の同じでない異なった宇宙の!iH に存する距iAt141J を早く






のではなく，望遠鏡を使って遥か速くにある為に，実|僚に極めて小さく見える. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
もの，然し夫々が一世界をなしているものを認めたのである. 15> J 
Proust が把握した統合性は， 無数の天体からf持成されている宇宙の様に，
















有存:し合 Jつ万ている i1故!投次に，意立H味j未之がサ一ク jルレとなつて{侃!店百日l時)i.京':;している. このサークルを
構成しなければ，現在，過去，超rr!]，の 11叩11 は総て失われる. (図 1 ) 








すべてをJ奉げたとの構築は， 見極めるのにかなり長くかかります. でも Le





Du ct? de chez Swann 
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A l'ombre des jeunes filles en flqu1's 
Le c? de Gueγmα~ntes 




最初の篇 Du c?e de chez Sωann 第一自[) Combray と最後の篇 Le Temρs 
retrouvé18l に，二つの時即ち「時」と「超時j の経験が対置されているのを注
目せねばならない.







験は「見111 された時J np ち「超時」の経験であるが，その意義はまだ話者には
わからなし可.




「超時J の意義の発見，続いて，何年も 111会わなかった人達が時の流れの rll に
変貌しているのを見， [1寺がその断片的性格にも拘わらずH寺間的空間とも云え
る深さを有している事を J~II る「時j の発見，此等三つの時の経験は明らかに
Combrayの二つのnキの経験 lこ対称して置かれている.ゲソレマント邸に於ける
「超fLÏJ の発見は，冒頭の「超時j の暗示であるマドレーヌの悦惚に答え，同







Le Tem ps refrouv?
小説の冒頭に配置された「時」と「超時j の経験から小説の 1-1' の抑話を辿っ
て，話者は最後に二つのn寺「超時」と「時」の発見に達する.そして話者は作







「時j の発見の経験 ←一 「超11寺J の発見の経験








小説のとの円形構造は，図 1 (乙於ける現在，過去，超11寺が作る 1荷造に一致し
ている故に，小説は「見!:|J1 された Il~けに最後に到達する運動を描いていると考
える事が111来る.更に小説は[11):の深さの次元を有している故に，そのtWí--;加え Wi
1民運動を有した立体である. Proust が「児!日された Ik1j:J を京のイマージュに
たとえている事実を考慮して， /h;it~が一つの球体をj111いていると仮定してみよ
う.そのj易合， (1日民運動は，作IJ えば図 5 の係に:J)j(の rll(C Ij!出される.
(図 5)
fill発点 Combray と到達点 Le Temρs retrouv:! の問にはさまれた他の簡は，
二つの異なったIi寺の発見への話者の長いさまよえる道程である.この道程は二
つの部分に分けられる. Combray に於て幼ない話者は，父や祖父と jlJに方向
の反対な二つの道を散歩する背|賞があった. ].lえる日は「スワン宋のプjJ に，或る
日は「ゲソレマント底I~の方j に.この二つの相反する散歩近は小Jillの [1 1 で発展し，
前者は U12 amour de Swal11 , A l'ombre des jeu1-es filles en fleurs. La 
Prisonniケe ， La FugiNve をとおして話者を愛の辺へと浮き， 1走者は Le c?
de Guermantes , Sodome et Gomorrhe をとおして彼をネI~変界の近へと導く.
「スワン'去の方j の i.ili 分ではスワンとオデットとの恋，話者とジルベルト，
或いはアノレベルチーヌとの恋等，スワンと関連して総々な恋が民間される.此













続的 Ilr!j: J と， lW|;l がJ-Ijつ「超IL'j:J との|苅いであり， この闘いの変選は，話者
の 511jよる二つの II'.'j: の発見への，lïJL.;益を Jr~)j~している.活者はぷÍiiij=家達との !11会い
によって， ~'~fll;i の j也 11/1"1:1:に目覚めながらも，まだ愛即ち I[I，~':J に|五l われている.
だがヴァントイュの七重奏IIi1 を聞いて，主体Jは生活や恋愛よりも一層実在'I~t::を
有し，全く月IJの純If告に同する事を '1古る.
「アルベ lレチーヌの愛よりも，もっと tll l秘的な fï Jものかがこの 1111 の始めのと




同不動である 7lIを njE附している 211J 
愛と Yjblh illLJ と IM111:，'j:J はこの様にして闘し 1合い，七重奏1111 によって呼び
起された 1出;I~的な喜び、の古ínこ， 111ft大な 11 、，j':の女t1jJ221 J のアルベノレチーヌはがjえ
去る運命にある.こうして最絞の「組[I~j:J の碑示と，三lJIlt- 作品!こ7富手する話者
の決心がtff; 併ii さ il る.
一一轟ブ方j ， I ゲ、ノルレマン 卜邸のブ方';J 1はま 1ïi百可1う刊一i]
パリジス侠蔚夫人吋やコサン. )ルレ一(伎夫爵爵牟と?幻知;1羽I1 り合い， 幼ない頃から憧れていたゲル



















フ、 η ン'恭 σ))j
(究-の杭!検)








方J が常に破壊的 in寺」の中にあり「時J の世界を表象しているのに反し，
「スワン家の方j は「超時j の発見への話者の進歩を表わしている.図 7 と，






j道亘と複雑 lにとからみ合い，球を構成する無数の軌跡をf描苗いている. 従って A la 
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球は「幻燈j のゆれ動く瞬時のイマージュによって象徴され， 1超n寺j の可能
性の世界の半球は，恒常性と不動性を有する「地層j のイマージュを内にひめ
ている.そして「見出された時j の各々は， 1査j のイマージュにたとえられ
ていた故に， 11-[::等の「見 111 された時」を無数に合んで構成されている小説は，
球形の大きな「壷j であり，同時に rJ~ n-['日こ小さな「査j がつらなり合っている
有機体である.内在する無限と 1iiTI環運動を有する「見111 された113J は既に見た
様に，小説の中で緊密な連帯関係を獲得し， 11と等三つの特質から宇宙を構成す





時間の流れの中で散乱し失われる 111寺j の代りに， Proust が見出した「時J
即ち lìl歪時J は，第一日ll ， 215二部で見た如く，或る共通な感覚によってお!;ばれ
たこつの In寺J ，現在と過去とから作られる.乙のj易合，二つの in寺J は「超
時J への契機であるが，同時に， 1I也|時」につながる事によって尖在性を得る.
一方「超n~î:J も叉， Proust に於ては， In寺j にあ!iばれねば，その本質(I/~存在
を失う.こうして，現在・過去・ 日出n寺」の三つのH寺は， lI !j二問の流れの l二十l で意
味|拘な循環運動によって相互に依存して始めて統合性を得る.この統合性こそ




は形式を表わす . A la Recherche d?T emμρerdu では， I吋符と形式はコレ
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スポンダンスによ っ て緊密な関係を保ち ， Proust の芸術の次元の深さ と， 彼
の芸術の木質である統合性をここか ら も証明する事が出来る .
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物であるが，同時lζゲノレマ ント家の社交界に出入り し， 二つの 「方」の人物を緊密に結
び合わせてい る .
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